
太平洋工業グループの概要

組織概要 グローバルネットワーク

地域別概要

主要製品紹介

社　　　名 太平洋工業株式会社
所　在　地 岐阜県大垣市久徳町100番地（本社） TEL 0584-91-1111（大代表）
設　　　立 1930年8月8日
資　本　金 73億16百万円（2023年3月末現在）
従 業 員 数 2,105名（連結：4,797名）
事 業 内 容 自動車部品、電子機器製品等の開発・製造ならびに販売
株 式 上 場 東京証券取引所プライム市場、名古屋証券取引所プレミア市場
セ ク タ ー 一般消費財（自動車・自動車部品）
証券コード 7250

オイルパン

フードヒンジ

キャリヤ

フロントピラーロアアウタ
リンフォース

ルーフセンタ
リンフォース

プレス製品

チューブレスバルブ

バルブコア

ホイールハブ
オーナメント

ウレタン
エンジンカバー

樹脂加飾

複数の世界トップシェアを有するバル
ブ製品、安全な走行を守り燃費向上に
貢献するTPMS製品、BEV向け電動膨
張弁などを生産しています。

加飾技術や防音・防振技術を強みとした、
多彩な樹脂製品を製造しています。

車体の強度･剛性を確保するための車体
部品をはじめとした各種プレス製品を製
造しています。軽量化と高剛性化を両立
させる超ハイテン材の成形技術に力を入
れています。

製品とIoT、AI技術の組み合わせで、モノだけでなく、Webや
アプリなどを通じ価値あるデータを一貫して提供し、お客様
のＤＸ推進、課題解決に貢献しています。

チャージバルブ

リリーフバルブ

水素燃料向け
バルブ

BEV向け電動膨張弁

ホイールキャップ エンジンアンダーカバー

CAPSULE SENSE
（カプセルセンス）e-WAVES

樹脂製品

バルブ・TPMS製品

IoT製品

フードロックリンフォースEVバッテリーケース

●… プレス・樹脂製品事業　●… バルブ製品事業　●… その他

●●

●●

●●

●
Pacific Industries Europe NV/SA[PIE]

Pacific Industries USA Inc.
Pacific Manufacturing 
Ohio, Inc.[PMO] 

Pacific Industries(Thailand) Co., Ltd. [PIT]

太平洋汽門工業股份有限公司[PVT]

太平洋エアコントロール工業株式会社[PAC]

太平洋汽車部件科技（常熟）有限公司[PTC]

●

●

●
太平洋バルブ工業株式会社[PVI]

【台湾】

【タイ】

【ベルギー】

【中国】

長沙太平洋半谷汽車部件有限公司[CPH]
●【中国】

【中国】

【韓国】
【米国】

●
Pacific Manufacturing 
Tennessee, Inc.[PMT] 

【米国】

本社・西大垣工場●　
（岐阜県大垣市久徳町）

東大垣工場●　
（岐阜県大垣市）

養老工場● ●　　
（岐阜県養老郡養老町）
九州工場●　
（福岡県鞍手郡小竹町）

栗原工場●　
（宮城県栗原市）
若柳工場●　
（宮城県栗原市）
北大垣工場●　
（岐阜県安八郡神戸町）
美濃工場●　　
（岐阜県美濃市）

天津太平洋汽車部件有限公司[TPA]

PECホールディングス株式会社[PHD※]●●
太平洋産業株式会社[TSC]●
ピーアイシステム株式会社[PSC]●

【日本】

Schrader SAS[SPF]
●

【フランス】
【イギリス】

Schrader-Bridgeport 
International, Inc.[SPU]

●【米国】

太平洋工業株式会社

地域別売上高

（2022年度）
1,912億円

地域別営業利益

（2022年度）
92億円

地域別従業員数

（2022年度）
4,797名

地域別セグメントは、日本・欧米・アジアに区分しています。

[ ]は略称 ※PHDは持分法適用関連会社
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フロントピラー
アウタ
リンフォース

TPMS送信機
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Return

PACIFIC INDUSTRIAL Sustainability Data Book
マテリアリティ４本の柱

ステークホルダー
との信頼醸成

製品を通じた社会・
顧客課題の解決

環境負荷の
極小化

人財の尊重と
活躍

サステナビリティ
経営 ESGデータ GRI内容索引


